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「温泉街の『面』の再生をめざして」
全国的に温泉旅館の不振が続く中、福島県会津東山温泉ではユニー

クな活性化プロジェクトが始まった。旅館単体ではなく、3つの旅館を統合

することによって経営資源を集中し、一体再生を図るとともに、温泉街その

ものの活性化につなげようというものだ。本号〈DBJ SPECIAL 1〉では、全

国的にも前例のない方式による会津東山温泉街の「面」の再生への試み

について報告する。

〈DBJ SPECIAL 2〉では、経営悪化した町立病院を事業移管によって

引き継ぐとともに、移管事業の総仕上げとして地域医療体制を強化すべく

新病棟を建設した病院チェーングループの取り組みを紹介する。DBJは、

公営事業の民間化を促進する立場から新病棟建設事業をPPP融資で支

援した。

〈Community/地域新発見〉では、「中国地方のシリコンバレー」と呼ばれ、

90年代後半からIT関連企業の株式上場が相次いでいる備後・井笠地域

にスポットを当てた。同地域の発展要因を探るとともに、近年上場した2つ

のIT企業を紹介する。 21No.
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全
国
屈
指
の
も
の
づ
く
り
地
域
と
い
わ
れ
る
中
国
地
方
。
中
で
も
、広
島
・
岡
山
両
県
境
の
備
後
・
井
笠
地
域
に
は
、

伝
統
的
産
業
か
ら
重
厚
長
大
型
産
業
ま
で
多
様
な
業
種
が
集
積
す
る
と
と
も
に
、個
性
的
な
地
場
企
業
が
数
多

く
存
在
す
る
。ま
た
、90
年
代
後
半
か
ら
情
報
技
術（
Ｉ
Ｔ
）関
連
企
業
の
株
式
上
場
が
相
次
い
で
い
る
こ
と
か
ら

「
中
国
地
方
の
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。
地
域
の
持
続
的
発
展
が
全
国
的
な
課
題
と
な
る
中
で
、同

地
域
に
学
ぶ
こ
と
は
多
い
。
日
本
政
策
投
資
銀
行（
Ｄ
Ｂ
Ｊ
）中
国
支
店
の
レ
ポ
ー
ト
か
ら
同
地
域
の
発
展
要
因
を
探

る
と
と
も
に
、近
年
上
場
し
た
２
つ
の
Ｉ
Ｔ
企
業
に
、そ
の
個
性
的
な
経
営
や
今
後
の
展
開
な
ど
に
つ
い
て
聞
い
た
。

地
域
新
発
見

C
om

m
unity

―
―
備
後
・
井
笠
も
の
づ
く
り
地
域
―
―
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独
立
独
歩
の
気
風
を

地
域
発
展
の
原
動
力
に

アドテックの「JAWプラズマシステム」（写真上）と
OHTの「非接触検査装置」（写真下）
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「
死
の
谷
、
魔
の
川
を
経
験
し
た
」

と
い
う
。「
試
作
機
は
完
成
し
た
も

の
の
、ユ
ー
ザ
ー
企
業
か
ら
は
評
価

さ
れ
な
い
。
生
産
現
場
の
技
術
者

だ
け
が
、将
来
必
ず
必
要
に
な
る

と
言
っ
て
く
れ
た
。
め
げ
ず
に
開
発

を
続
け
た
が
、資
金
繰
り
は
厳
し

く
、経
理
部
長
か
ら
は
開
発
中
止

を
進
言
さ
れ
た
ほ
ど
だ
っ
た
」。
世

界
市
場
で
評
価
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
今
も
、「
淘
汰
さ
れ
る
ま
で
の

進
化
の
海
を
泳
い
で
い
る
と
思
っ
て

い
る
」
と
決
し
て
気
を
緩
め
な
い
。

石
岡
氏
に
は
経
営
に
対
す
る
独

自
の
考
え
方
が
あ
る
。
例
え
ば
、会

社
の
所
有
者
は
ま
ず
お
客
さ
ま
、

次
に
社
員
、株
主
の
順
だ
と
い
う
。

「
新
興
企
業
は
製
品
の
価
値
を
創

造
し
続
け
な
け
れ
ば
成
長
で
き
な

い
。
そ
れ
は
お
客
さ
ま
が
あ
っ
て
こ

そ
可
能
に
な
る
。
非
接
触
検
査
装

置
も
、お
客
さ
ま
が
プ
リ
ン
タ
基
板

を
ど
う
や
っ
て
検
査
し
よ
う
か
と

困
っ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
て
開
発
し

ま
し
た
」。
初
め
に
お
客
さ
ま
か
ら

の
宿
題
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
会
社

が
存
在
し
得
る
と
い
う
わ
け
だ
。

経
営
ル
ー
ル
も
独
特
だ
。
世
の

中
の
た
め
に
な
る
技
術
か
、そ
の
技

術
で
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
に
な
れ
る
か
、

適
正
な
利
益
が
得
ら
れ
る
か
。
こ

の
３
つ
の
基
準
に
従
っ
て
新
分
野
へ

の
進
出
の
可
否
を
判
断
す
る
と
い

う
。
今
、
同
社
が
新
た
に
取
り
組

ん
で
い
る
の
が
自
動
車
分
野
。
車
の

号
機
が
完
成
。
だ
が
、無
名
メ
ー
カ

ー
だ
っ
た
同
社
の
製
品
を
使
っ
て
く

れ
る
先
は
現
れ
な
い
。こ
の
ま
ま
で

は
開
発
倒
れ
に
な
る
。
窮
地
に
追

い
込
ま
れ
た
藤
井
氏
が
考
え
た
の

が「
富
山
の
置
き
薬
方
式
」だ
っ
た
。

製
品
の
良
さ
を
知
っ
て
も
ら
う
た

め
に
３
カ
月
間
無
料
で
置
い
て
、他

社
製
品
が
壊
れ
た
と
き
に
試
し
て

も
ら
お
う
と
い
う
の
だ
。こ
れ
が
見

事
に
あ
た
り
、注
文
も
順
調
に
増

え
て
い
っ
た
。

藤
井
氏
は
02
年
に
新
た
な
革
命

を
起
こ
す
。
大
気
中
で
の
低
温
プ

ラ
ズ
マ
ガ
ス
発
生
装
置
の
開
発
に

成
功
し
た
の
だ
。
分
子
が
極
端
に

少
な
い
真
空
状
態
と
は
違
い
、
大

気
中
で
プ
ラ
ズ
マ
ガ
ス
を
発
生
さ
せ

る
に
は
大
き
な
電
気
エ
ネ
ル
ギ
ー
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広
島
県
か
ら
岡
山
県
に
ま
た
が

る
備
後
・
井
笠
地
域
は
、両
県
の
県

庁
所
在
地
周
辺
と
は
一
味
違
っ
た

一
体
的
な
地
域
性
を
持
つ
と
と
も

に
、独
自
の
製
造
業
集
積
が
形
成

さ
れ
て
い
る
。
特
に
、特
定
の
市
場

で
高
い
シ
ェ
ア
を
持
つ
個
性
的
な
企

業
が
多
数
集
積
し
て
い
る
点
が
特

徴
だ
。

日
本
政
策
投
資
銀
行（
Ｄ
Ｂ
Ｊ
）

中
国
支
店
は
、05
年
４
月
に
発
表

し
た
レ
ポ
ー
ト
の
中
で
、面
白
い
企

業
や
技
術
が
次
々
と
見
つ
か
る
備

後
・
井
笠
地
域
を
「
も
の
づ
く
り
の

玉
手
箱
」
と
表
現
し
た
。
追
っ
て
同

支
店
が
発
表
し
た
06
年
２
月
の
レ

ポ
ー
ト
に
よ
る
と
、
特
に
91
年
以

降
で
は
全
国
的
な
傾
向
と
し
て
製

造
業
企
業
の
上
場
が
減
少
し
て
い

る
中
で
、備
後
・
井
笠
地
域
は
地
方

圏
の
中
で
も
っ
と
も
上
場
企
業
数

が
多
く
、毎
年
数
社
が
上
場
を
果

た
し
て
い
る
。

同
地
域
に
立
地
す
る
数
多
い
上

場
企
業
の
中
か
ら
今
回
訪
問
し
た

の
は
、い
ず
れ
も
広
島
県
福
山
市

に
本
社
を
置
く
オ
ー
・
エ
イ
チ
・
テ

ィ
ー
㈱
（
以
下
、Ｏ
Ｈ
Ｔ
）、㈱
ア
ド

テ
ッ
ク
プ
ラ
ズ
マ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー（
以

下
、ア
ド
テ
ッ
ク
）の
２
社
だ
。
Ｏ
Ｈ

Ｔ
は
03
年
４
月
、ア
ド
テ
ッ
ク
は
04

年
７
月
に
、そ
れ
ぞ
れ
東
証
マ
ザ
ー

ズ
市
場
に
上
場
し
た
。

Ｏ
Ｈ
Ｔ
は
、プ
リ
ン
タ
基
板
、
液

晶
・
Ｐ
Ｄ
Ｐ
向
け
ガ
ラ
ス
基
板
用
非

接
触
検
査
装
置
で
世
界
唯
一
の
量

産
メ
ー
カ
ー
で
、
日
本
で
は
ト
ッ
プ

シ
ェ
ア
を
持
つ
。
地
元
出
身
の
石
岡

聖
悟
氏
が
94
年
に
各
種
電
気
検

査
装
置
の
企
画
・
開
発
・
製
造
・
販

売
を
目
的
と
し
て
起
業
し
た
。

設
立
当
時
は
非
接
触
電
気
検
査

に
対
す
る
ニ
ー
ズ
は
そ
れ
ほ
ど
多
く

は
な
く
、従
来
の
ピ
ン
コ
ン
タ
ク
ト
に

よ
る
検
査
手
法
が
主
流
だ
っ
た
。
だ

が
、石
岡
氏
は
「
従
来
型
の
技
術
だ

け
に
依
存
し
て
い
て
は
会
社
は
先

細
り
に
な
る
。
電
子
業
界
が
軽
薄

短
小
へ
向
う
中
で
、今
後
は
微
細
な

部
品
の
検
査
は
非
接
触
型
で
な
け

れ
ば
で
き
な
い
」
と
読
ん
で
、開
発

テ
ー
マ
を
プ
リ
ン
タ
基
板
や
液
晶
・

Ｐ
Ｄ
Ｐ
向
け
ガ
ラ
ス
基
板
の
非
接

触
型
検
査
装
置
に
定
め
た
。

約
２
年
間
を
か
け
て
実
用
化
に

こ
ぎ
着
け
た
が
、
開
発
途
中
で
は

血
管
と
も
言
わ
れ
、
車
１
台
に
数

千
メ
ー
ト
ル
分
も
張
り
巡
ら
さ
れ

る
ワ
イ
ヤ
ー
ハ
ー
ネ
ス（
電
気
配
線

網
）
用
非
接
触
検
査
装
置
へ
の
進

出
も
、こ
の
経
営
ル
ー
ル
に
基
づ
い

て
決
定
さ
れ
た
。
石
岡
氏
は
「
す
べ

て
が
電
子
化
さ
れ
つ
つ
あ
る
自
動

車
部
品
に
お
い
て
も
、メ
カ
式
の
検

査
で
は
限
界
が
あ
り
電
気
的
な
試

験
が
必
要
に
な
る
」
と
、今
後
に
大

き
な
期
待
を
寄
せ
て
い
る
。

ア
ド
テ
ッ
ク
は
、21
世
紀
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
と
し
て
期
待
さ
れ
る
プ
ラ
ズ
マ

技
術
で
注
目
を
集
め
る
会
社
だ
。

原
子
か
ら
電
子
が
分
離
し
た
プ

ラ
ズ
マ
状
態
で
は
活
発
な
化
学
反

応
が
起
き
る
。
こ
れ
を
利
用
し
た

プ
ラ
ズ
マ
技
術
は
Ｉ
Ｔ
関
連
の
部

品
製
造
に
は
不
可
欠
だ
。
同
社
は

半
導
体
・
液
晶
製
造
工
程
の
中
枢

で
使
用
さ
れ
る
プ
ラ
ズ
マ
用
高
周

波
電
源
で
国
内
シ
ェ
ア
20
％
、世
界

シ
ェ
ア
で
も
上
位
を
占
め
る
。
や
は

り
地
元
出
身
の
藤
井
修
逸
氏
が
、

電
子
回
路
の
設
計
・
製
造
を
目
的

に
85
年
に
創
設
し
た
。

プ
ラ
ズ
マ
技
術
に
取
り
組
み
始

め
た
の
は
89
年
。
保
守
業
務
を
請

負
っ
て
い
た
大
手
メ
ー
カ
ー
の
半
導

体
生
産
ラ
イ
ン
で
、プ
ラ
ズ
マ
用
高

周
波
電
源
が
よ
く
故
障
す
る
こ
と

を
知
っ
た
。
原
因
は
、製
造
過
程
で

プ
ラ
ズ
マ
状
態
の
生
成
を
繰
り
返

す
た
め
に
電
気
抵
抗
の
変
動
が
激

し
く
な
る
た
め
。
故
障
の
少
な
い

電
源
を
作
れ
ば
ビ
ジ
ネ
ス
に
な
る

と
読
ん
だ
藤
井
氏
は
、プ
ラ
ズ
マ
技

術
を
一
か
ら
学
ん
で
製
品
の
開
発

に
取
り
組
ん
だ
。「
電
気
屋
的
に
は

そ
れ
は
不
可
能
と
い
う
の
が
常
識

と
さ
れ
る
中
で
の
取
り
組
み
だ
っ

た
」
と
い
う
。

約
２
億
円
を
か
け
て
91
年
に
１

「
も
の
づ
く
り
の

玉
手
箱
」

非
接
触
検
査
装
置

で
世
界
一
へ

が
必
要
な
た
め
、
高
温
に
な
ら
ざ

る
を
得
な
い
と
い
う
の
が
当
時
の

常
識
。
周
囲
の
意
見
も
「
そ
ん
な
こ

と（
低
温
）は
不
可
能
」
と
い
う
も

の
だ
っ
た
が
、藤
井
氏
は
「
誰
も
手

を
つ
け
て
い
な
い
新
技
術
」
と
確
信

し
、
持
ち
前
の
挑
戦
意
欲
を
奮
い

立
た
せ
た
。
そ
し
て
再
度
、不
可
能

を
可
能
に
し
た
。

同
社
は
今
、こ
の
技
術
を
活
か

し
て
新
分
野
へ
の
展
開
を
目
指
し

オー・エイチ・ティー（株）
代表取締役社長
石岡聖悟氏

製品の価値を創造していくために、OHTの様々な非接触検査
装置は、それぞれの顧客ニーズに合わせて開発されている。

「誰も手をつけていない新技術」と確信したアドテックの藤井氏は、大気
中での低温プラズマガス発生装置の開発に成功した。

半導体・液晶基盤用非接触検査装置で世界唯一の量産メーカーで、
日本ではトップシェアを持つＯＨＴ。

プ
ラ
ズ
マ
技
術
で

革
命
起
こ
す

（株）アドテックプラズマテクノロジー
代表取締役
藤井修逸氏
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備
後
絣
（
か
す
り
）の
産
地
で
あ
っ

た
た
め
、全
国
を
回
っ
て
営
業
し
て

い
た
人
材
が
多
く
、自
分
で
仕
事

を
と
っ
て
く
る
と
い
う
独
立
自
尊

の『
企
業
家
精
神
』
が
醸
成
さ
れ

た
」、な
ど
だ
。

両
氏
も
こ
れ
ら
に
関
連
し
て

「
い
ろ
ん
な
人
の
言
動
に
備
後
人
の

独
立
独
歩
の
気
概
を
感
じ
る
。
成

功
し
た
諸
先
輩
へ
の
憧
れ
が
あ
り
、

自
分
も
成
功
し
た
い
と
思
う
」（
石

岡
氏
）、「
県
の
中
心
部
か
ら
離
れ

て
い
て
見
放
さ
れ
て
い
る
感
覚
が
あ

る
の
で
、
自
然
と
独
立
自
尊
の
気

風
が
出
て
く
る
し
、大
手
メ
ー
カ
ー

の
傘
の
下
に
な
る
よ
り
全
国
区
、

世
界
区
に
な
ろ
う
と
考
え
る
」（
藤

井
氏
）と
指
摘
す
る
。

こ
う
し
た
気
風
は
、近
年
、個
々

の
起
業
・
上
場
と
い
う
形
に
と
ど

ま
ら
な
い
新
し
い
動
き
と
な
っ
て
表

れ
始
め
て
い
る
。
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化

だ
。
当
地
域
で
は
従
来
、
独
立
意

識
が
強
い
あ
ま
り
、
他
と
の
連
携

を
志
向
し
な
い
気
風
が
あ
る
と
い

わ
れ
て
い
た
。
だ
が
こ
こ
に
来
て
、

上
場
を
目
標
に
し
た
異
業
種
交

流
会
や
近
年
上
場
を
果
た
し
た
企

業
経
営
者
を
中
心
と
し
た
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
が
形
成
さ
れ
て
い
る
の
だ
。

そ
の
１
つ
が
、次
の
上
場
企
業
を

地
元
で
発
掘
・
支
援
し
よ
う
と
藤

井
氏
の
提
唱
で
ス
タ
ー
ト
し
た
「
び

ん
ご
Ｉ
Ｐ
Ｏ
倶
楽
部
」
だ
。
地
元
有

力
企
業
約
20
社
の
経
営
者
が
参

加
、将
来
性
が
あ
る
ベ
ン
チ
ャ
ー
企

業
に
対
し
、創
業
資
金
だ
け
で
な

く
人
的
支
援
も
行
う
。
近
く
地

元
の
銀
行
も
参
加
し
て
地
域
エ
ン

ジ
ェ
ル
組
織
と
し
て
リ
ス
タ
ー
ト
す

る
と
い
う
。
こ
う
し
た
動
き
が
本

格
化
す
れ
ば
、起
業
・
上
場
の
動
き

は
さ
ら
に
加
速
す
る
こ
と
に
な
る

は
ず
だ
。

地
域
の
先
輩
上
場
企
業
が
未
上

場
企
業
に
多
大
な
影
響
を
与
え
る

こ
と
で
、
起
業
家
精
神
の
再
生
産

が
な
さ
れ
て
い
る
。
上
場
予
備
軍

が
控
え
る
備
後
・
井
笠
地
域
は
、ま

さ
に
「
進
化
し
続
け
る
地
域
」
と

い
え
る
。
そ
の
起
業
家
精
神
こ
そ
、

こ
れ
か
ら
の
地
域
間
競
争
に
勝
ち

抜
く
た
め
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
原

動
力
と
も
い
え
る
だ
ろ
う
。

M
A

P

広島県 

広島市 

岡山市 

島根県 

岡山県 

福山市 

備後・井笠地域 

て
い
る
。
例
え
ば
医
療
分
野
で
は
、

プ
ラ
ズ
マ
が
持
つ
強
力
な
殺
菌
力

を
皮
膚
病
の
治
療
に
活
か
そ
う

と
、05
年
末
に
独
・
マ
ッ
ク
ス
プ
ラ
ン

ク
研
究
所（
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
市
）と
提
携

し
て
臨
床
試
験
を
開
始
。
07
年
に

臨
床
を
終
え
、実
用
化
を
目
指
し

て
い
る
。

ま
た
環
境
分
野
で
は
、Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ

（
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
産
業
技
術
総
合

開
発
機
構
）の
委
託
の
下
、フ
ロ
ン

ガ
ス
な
ど
地
球
温
暖
化
ガ
ス
を
無

害
な
物
質
へ
分
解
・
リ
サ
イ
ク
ル
す

る
「
Ｖ
Ａ
Ｗ
プ
ラ
ズ
マ
シ
ス
テ
ム
」
を

開
発
。
こ
れ
が
実
用
化
さ
れ
れ
ば

世
界
中
の
半
導
体
・
液
晶
製
造
ラ

イ
ン
で
発
生
す
る
大
量
の
フ
ロ
ン
ガ

ス
処
理
に
大
き
く
貢
献
す
る
と
期

待
さ
れ
て
い
る
。

Ｏ
Ｈ
Ｔ
・
石
岡
氏
、ア
ド
テ
ッ
ク
・

藤
井
氏
と
も
に
旺
盛
な
起
業
家

精
神
の
持
ち
主
だ
。
こ
う
し
た
起

業
家
精
神
は
い
か
に
し
て
醸
成
さ

れ
た
の
か
。
レ
ポ
ー
ト
で
は
、そ
の

要
因
に
つ
い
て
い
く
つ
か
の
仮
説
を

紹
介
し
て
い
る
。

例
え
ば
、「
中
国
地
方
の
拠
点

（
広
島
・
岡
山
）か
ら
や
や
離
れ
て
い

る
と
い
う
『
距
離
感
』
が
、大
都
市

に
立
地
す
る
元
請
企
業
へ
の
依
存

体
質
を
希
薄
に
し
、
危
機
感
・
独

立
意
識
を
醸
成
し
た
」、「
昔
か
ら

東福山を拠点にして、アメリカやヨーロッパに子会社を置くとともに、シンガポール・台湾・韓国などに代
理店を置くアドテック。世界の評価に応えられる“ADTEC”ブランドの研究開発を行い、安心して製品
を使用してもらえるよう、ワールドワイドのカスタマー・サポートを提供している。

企
業
連
携
で

次
の
上
場
企
業
を

R E P O RT

全国的に温泉旅館の不振が続いている。背景にあるのは、多額の設備投

資による経営圧迫、地域への入り込み客数の減少、客単価の低迷による

減収などだ。こうした中、福島県の会津東山温泉では、3つの旅館を一体

化して再生させようというユニークな試みが始まった。日本政策投資銀行

（ＤＢＪ）は地域金融機関や民間企業と連携・協力し、この事業再生プロ

ジェクトにナレッジ面および金融面から支援を行った（2月初旬取材実施）。

3旅館統合で
温泉街の「面」の再生へ
――福島県会津東山温泉街――

温
泉
旅
館
の

再
生
な
し
に

地
域
の

再
生
は
な
い

会
津
の
奥
座
敷
と
呼
ば
れ
る
東

山
温
泉
は
、今
か
ら
約
１
３
０
０
年

前
に
名
僧
行
基
が
発
見
し
た
と
言

わ
れ
、奥
羽
三
楽
郷
に
数
え
ら
れ

る
歴
史
あ
る
温
泉
地
だ
。
近
代
で

は
、大
正
の
歌
麿
・
竹
久
夢
二
や
情

熱
の
歌
人
・
与
謝
野
晶
子
に
も
こ

よ
な
く
愛
さ
れ
た
湯
の
街
と
し
て

も
知
ら
れ
て
い
る
。
交
通
の
ア
ク
セ

ス
も
良
く
、人
口
12
万
人
の
会
津

若
松
市
の
中
心
地
か
ら
車
で
わ
ず

か
10
分
程
度
で
行
け
る
。
都
市
に

隣
接
し
た
便
利
な
場
所
に
あ
り
、

こ
れ
だ
け
の
歴
史
と
豊
か
で
美
し

い
自
然
を
誇
る
温
泉
地
は
全
国
で

も
類
を
見
な
い
。

こ
の
東
山
温
泉
で
は
、数
年
前

か
ら
旅
館
の
買
収
や
破
産
が
相

次
い
だ
。
入
り
込
み
客
数
は
94
年

に
ピ
ー
ク
を
迎
え
た
後
減
少
が
続

き
、
03
年
に
は
ピ
ー
ク
時
の
半
分

に
ま
で
落
ち
込
ん
だ
。
ま
た
、ピ
ー

ク
時
37
軒
を
数
え
た
旅
館
も
、今

で
は
23
軒
に
減
っ
た
。
今
回
、再
生

支
援
対
象
と
な
っ
た
㈱
千
代
滝
、

㈱
不
動
滝
、㈱
新
滝
の
3
旅
館
に

お
い
て
も
、過
去
の
設
備
投
資
が

経
営
を
圧
迫
す
る
結
果
と
な
り
、

運
営
の
継
続
が
危
ぶ
ま
れ
る
よ
う
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な
実
行
案
が
動
き
出
し
た
。
そ
れ

が
千
代
滝
、不
動
滝
、新
滝
の
３
旅

館
一
体
型
の
再
生
プ
ラ
ン
で
あ
る
。

旅
館
単
体
で
は
な
く
、複
数
の
旅

館
を
統
合
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
経

営
資
源
を
集
中
し
て
再
生
を
図
る

と
い
う
全
国
的
に
も
例
の
な
い
手

法
だ
っ
た
。

で
は
な
ぜ
、こ
の
３
館
が
選
ば
れ

た
の
か
。「
東
山
温
泉
の
年
間
の
最

大
イ
ベ
ン
ト
は
、温
泉
街
を
南
北
に

流
れ
る
湯
川
沿
い
で
行
わ
れ
る
夏

の
盆
踊
り
。
そ
の
中
心
に
位
置
す

る
３
つ
の
旅
館
か
ら
再
生
の
輪
を

拡
げ
て
い
こ
う
と
い
う
こ
と
に
な
っ

た
の
で
す
」
と
渡
辺
氏
。
加
え
て
、

滝
の
多
い
湯
川
の
景
観
、新
撰
組

副
長
・
土
方
歳
三
が
戦
い
の
傷
の

治
療
の
た
め
に
逗
留
し
た
不
動

滝
、竹
久
夢
二
や
与
謝
野
晶
子
が

逗
留
し
、文
豪
・
横
光
利
一
が
生

ま
れ
た
新
滝
の
歴
史
的
な
価
値
を

活
か
す
う
え
で
も
、共
に
滝
の
名

を
持
つ
３
旅
館
一
体
型
の
再
生
プ

都
市
計
画
の
専
門
家
で
あ
る
東
京

大
学
工
学
部
教
授
・
西
村
幸
夫
氏

に
現
地
調
査
を
依
頼
、ア
ド
バ
イ
ス

を
受
け
た
り
、05
年
３
月
に
は
、会

津
若
松
市
の
芦
の
牧
温
泉
で
「
21

世
紀
の
東
北
の
温
泉
街
を
考
え
る

―
今
、温
泉
街
の
活
性
化
に
何
が

求
め
ら
れ
る
か
」（
主
催
＝
東
邦
銀

行
、Ｄ
Ｂ
Ｊ
）と
い
う
テ
ー
マ
で
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
す
る
な
ど
し
て

最
適
な
解
決
策
を
探
っ
た
。
ち
な

み
に
同
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
は
、北
は

青
森
県
、南
は
静
岡
県
ま
で
26
の

温
泉
街
、22
の
金
融
機
関
、各
自

治
体
や
一
般
企
業
か
ら
２
日
間
で

延
べ
５
０
０
名
が
参
加
。
温
泉
街
の

活
性
化
を
通
じ
た
地
域
再
生
へ
の

関
心
の
高
さ
を
う
か
が
わ
せ
た
。

様
々
な
再
生
プ
ラ
ン
が
検
討
さ

れ
た
結
果
、05
年
に
入
っ
て
具
体
的

に
な
っ
て
い
っ
た
。

こ
う
し
た
状
況
を
打
開
す
べ

く
、東
山
温
泉
街
再
生
へ
動
い
た

の
が
㈱
東
邦
銀
行
だ
。
同
行
で
は

03
年
３
月
、リ
レ
ー
シ
ョ
ン
シ
ッ
プ
バ

ン
キ
ン
グ
機
能
強
化
の
観
点
か
ら

地
元
企
業
の
事
業
再
生
に
取
り
組

む
べ
く
、融
資
管
理
部
を
設
置
し

た
。部
長
の
渡
辺
正
彦
氏
は
言
う
。

「
温
泉
旅
館
は
観
光
立
県
・
福
島

県
の
最
大
の
担
い
手
で
あ
り
、地
場

産
業
を
代
表
す
る
存
在
。
か
つ
裾

野
の
広
い
産
業
と
し
て
地
域
経

済
・
社
会
に
重
要
な
役
割
を
果
た

し
て
い
ま
す
。
地
域
活
性
化
の
た

め
に
は
温
泉
街
の
再
生
が
不
可
欠

と
の
考
え
か
ら
、東
山
温
泉
街
の

再
生
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
」

同
年
10
月
に
は
Ｄ
Ｂ
Ｊ
に
も
協

力
を
要
請
、会
津
東
山
温
泉
街
再

生
プ
ラ
ン
作
り
に
向
け
た
協
議
会

を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。
以
後
、１
年

余
り
に
わ
た
っ
て
検
討
を
重
ね
、再

生
に
向
け
た
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
を

詰
め
て
い
っ
た
。

そ
の
過
程
で
、03
年
12
月
に
は
、

ラ
ン
に
は
実
効
性
が
あ
る
と
さ
れ

た
と
い
う
。

再
生
プ
ラ
ン
作
り
と
並
行
し
て

進
め
ら
れ
た
の
が
、
新
し
い
経
営

を
担
う
仕
組
み
作
り
だ
。「
目
指

し
た
の
は
、地
域
の
事
業
価
値
を

修
復
し
て
地
域
に
還
元
す
る
こ

と
。
当
然
、再
生
ス
キ
ー
ム
も
、将

来
の
東
山
温
泉
街
全
体
の
活
性

化
に
つ
な
が
る
発
展
性
の
あ
る
も

の
で
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
で
し

た
」（
渡
辺
氏
）

ま
ず
04
年
10
月
、東
邦
銀
行
は
、

地
方
の
温
泉
旅
館
の
再
生
を
多
く

手
が
け
て
い
る
㈱
リ
サ
・
パ
ー
ト
ナ

ー
ズ
と
共
に
、福
島
県
に
基
盤
を

お
く
中
小
企
業
を
対
象
と
し
た

事
業
再
生
フ
ァ
ン
ド
「
福
島
リ
バ
イ

タ
ル
フ
ァ
ン
ド
」
を
組
成
、そ
の
第
１

号
と
し
て
福
島
県
内
の
ホ
テ
ル
・
旅

館
業
の
再
生
支
援
を
決
定
し
た
。

こ
れ
に
基
づ
い
て
05
年
２
月
、東
邦

銀
行
お
よ
び
Ｄ
Ｂ
Ｊ
と
３
旅
館
と

の
間
で
業
務
協
定
を
、続
く
３
月

に
は
リ
サ
・
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
と
３
旅

館
が
業
務
委
託
契
約
を
、そ
れ
ぞ

プ
ロ
の

再
生
請
負
人
を

新
会
社
社
長
に

招
聘

（株）東邦銀行　
融資管理部　部長
渡辺正彦氏

（株）くつろぎ宿
代表取締役社長
深田智之氏

「21世紀の東北の温泉街を考える―
今、温泉街の活性化に何が求められ
るか」をテーマにしたシンポジウムには、
2日間で延べ500名が参加した。

れ
締
結
し
た
。

さ
ら
に
４
月
か
ら
は
、ホ
テ
ル
・

旅
館
の
事
業
再
生
を
手
が
け
る

㈱
リ
ゾ
ー
ト
・
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
企
画

に
よ
る
３
旅
館
の
デ
ュ
ー
デ
リ
ジ
ェ

ン
ス（
事
業
価
値
調
査
）が
始
め
ら

れ
、２
カ
月
後
の
６
月
に
提
出
さ
れ

た
同
社
の
調
査
報
告
書
を
ベ
ー
ス

に
再
生
プ
ラ
ン
の
最
終
案
が
ま
と

め
ら
れ
て
い
っ
た
。

こ
う
し
て
、東
邦
銀
行
、リ
サ
・

パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
、リ
ゾ
ー
ト
・
コ
ン
ベ

ン
シ
ョ
ン
企
画
、Ｄ
Ｂ
Ｊ
の
４
者
は
、

福
島
リ
バ
イ
タ
ル
フ
ァ
ン
ド
を
活
用

し
た
会
津
東
山
温
泉
３
旅
館
の

一
体
同
時
再
生
に
向
け
た
支
援

方
針
を
決
定
、05
年
９
月
７
日
に

プ
レ
ス
発
表
を
行
っ
た
。
そ
の
ス
キ

ー
ム
は
、福
島
リ
バ
イ
タ
ル
フ
ァ
ン
ド

が
複
数
の
再
生
対
象
事
業
者
を

経
営
統
合
し
た
新
会
社
を
所
有

し
、旅
館
運
営
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ

ル
を
社
長
に
招
聘
し
て
、２
〜
３
年

の
短
期
間
で
事
業
価
値
の
向
上
を

図
り
、最
終
的
に
は
地
場
企
業
に

新
会
社
を
譲
渡
す
る
と
い
う
も
の

だ
っ
た
。

こ
れ
に
伴
っ
て
同
日
、３
旅
館
の

事
業
を
承
継
す
る
新
会
社
と
し
て

㈱
く
つ
ろ
ぎ
宿
が
設
立
さ
れ
、社

長
に
リ
ゾ
ー
ト
・
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
企

画
代
表
取
締
役
の
深
田
智
之
氏

が
就
任
し
た
。
そ
し
て
05
年
11
月

１
日
に
は
、く
つ
ろ
ぎ
宿
に
対
す
る

資
金
支
援
と
し
て
東
邦
銀
行
と
Ｄ

Ｂ
Ｊ
に
よ
る
協
調
融
資
が
決
定
さ

れ
た
。

リ
ゾ
ー
ト
・
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
企

画
・
深
田
氏
の
く
つ
ろ
ぎ
宿
社
長
へ

の
招
聘
は
、そ
の
再
生
請
負
人
と

し
て
の
手
腕
が
高
く
評
価
さ
れ
て

の
も
の
だ
っ
た
。

深
田
氏
が
そ
れ
ま
で
勤
め
て
い

た
都
銀
系
シ
ン
ク
タ
ン
ク
を
辞
め
、

リ
ゾ
ー
ト
・
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
企
画
を

起
業
し
た
の
は
01
年
11
月
。
全
国

13
カ
所
に
設
置
さ
れ
た
大
型
年
金

保
養
施
設（
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
）が
、政

府
の
特
殊
法
人
整
理
合
理
化
計
画

に
よ
っ
て
廃
止
決
定
さ
れ
た
際
、自

ら
問
題
解
決
の
一
助
を
担
う
べ
く

高
知
県
の
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
土
佐
横

浪
の
運
営
会
社
と
し
て
同
社
を
設

立
し
た
の
だ
っ
た
。

千代滝、不動滝、新滝という滝の名を持つ３旅館の事業を承継する新会社として（株）くつろぎ宿を設立。３旅館一体型の再生から東山温泉街全体の活性化につながるよう、
周りから寄せられる期待も大きい。

会津の奥座敷と呼ばれる東山温泉は、大正の歌麿・竹久夢二や情熱の歌人・与謝野晶子にもこよなく愛された湯の街と
して知られている。また、新撰組副長・土方歳三が戦いの傷の治療のために逗留した場でもある。

前
例
の
な
い

複
数
旅
館

一
体
再
生

*DBJounal_21再々入稿  06.5.1 2:36 PM  ページ 9
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の
事
を
き
ち
ん
と
で
き
る
よ
う
に

す
る
こ
と
を
目
指
し
た
」（
深
田

氏
）の
だ
。

３
旅
館
の
一
体
再
生
プ
ラ
ン
を

プ
レ
ス
発
表
し
た
日
に
、深
田
氏

は
３
旅
館
の
従
業
員
1
1
0
人
余

を
前
に
こ
う
挨
拶
し
た
。「
私
の
役

割
は
３
つ
あ
り
ま
す
。
皆
さ
ん
の
能

力
を
引
き
出
す
た
め
の
環
境
を
作

る
こ
と
。
く
つ
ろ
ぎ
宿
な
ら
で
は
の

個
性
を
発
掘
す
る
こ
と
。
そ
れ
を

会
津
若
松
地
域
の
集
客
資
源
と

結
び
付
け
て
売
り
出
し
て
い
く
こ

と
で
す
」

05
年
11
月
１
日
。
経
営
統
合
さ

れ
た
３
旅
館
は
、旅
館
の
名
前
や

建
物
、従
業
員
な
ど
は
そ
の
ま
ま

に
、く
つ
ろ
ぎ
宿
の
経
営
の
下
で
新

た
な
営
業
を
開
始
し
た
。
深
田
氏

は
「
３
年
後
に
結
果
を
出
そ
う
と

思
っ
た
ら
、最
初
の
半
年
間
で
新
し

い
仕
組
み
を
す
べ
て
導
入
し
、
従

業
員
の
意
識
が
劇
的
に
変
わ
っ
て

い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。こ
の
冬
は

最
初
で
最
後
の
チ
ャ
ン
ス
と
思
っ
て

経
営
改
善
に
取
り
組
む
」
と
決
意

を
示
す
。

新
体
制
の
も
と
で
早
３
カ
月
。

目
標
と
す
る
半
年
後
に
向
け
て
折

り
返
し
点
が
過
ぎ
た
。
現
状
お
よ

び
今
後
に
つ
い
て
は
ど
う
見
て
い
る

の
か
。

「
業
務
改
善
や
サ
ー
ビ
ス
の
付

加
価
値
ア
ッ
プ
、新
し
い
営
業
展
開

に
時
間
を
要
し
て
い
る
た
め
、い
ま

だ
収
益
好
転
の
結
果
は
出
せ
て
い

な
い
が
、再
生
へ
の
確
か
な
手
応
え

は
感
じ
て
い
ま
す
。
昨
年
来
、全
従

業
員
が
自
主
的
に
地
元
で
の
営
業

活
動
を
始
め
た
り
、新
し
い
商
品

作
り
を
進
め
て
い
ま
す
。
あ
わ
せ
て

旅
館
案
内
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
も
新
た

に
製
作
し
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
一
新

し
ま
し
た
。
残
り
３
カ
月
以
内
に

新
し
い
仕
組
み
を
導
入
し
て
動
き

出
し
ま
す
。
具
体
的
に
は
、ゴ
ー
ル

デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
前
ま
で
に
、新
滝
と

不
動
滝
を
連
絡
通
路
で
つ
な
ぐ
と

と
も
に
玄
関
を
新
滝
に
一
本
化
、

新
滝
の
風
呂
を
新
設
す
る
計
画
が

あ
る
ほ
か
、３
館
共
通
の
新
予
約
・

会
計
シ
ス
テ
ム
の
導
入
な
ど
を
完

了
さ
せ
て
、対
外
的
な
セ
ー
ル
ス
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
展
開
し
て
い
く
予

定
。
春
か
ら
は
収
益
も
予
想
の
範

囲
に
達
す
る
見
込
み
で
す
」

今
回
、Ｄ
Ｂ
Ｊ
は
地
域
事
業
再

動
き
出
し
た

く
つ
ろ
ぎ
宿

勝
負
は
最
初
の

半
年
間

長
期
計
画
の
下

次
の
再
生
施
策

の
実
行
へ

くつろぎ宿の再生方針は、設備投資を極力抑え、
現在の従業員の能力を最大限活用すること。宿
泊単価は据え置き、サービスの質を上げて顧客満
足度を高めていくことを最優先している。また、3
館それぞれの特色を生かしながら、くつろぎ宿とし
ての個性を発掘していく予定だ。

グ
リ
ー
ン
ピ
ア
土
佐
横
浪
は
、開

業
後
の
15
年
間
で
約
11
億
円
も
の

累
積
赤
字
を
出
し
て
い
た
が
、深

田
氏
は
高
知
県
へ
の
入
り
込
み
客

数
の
減
少
が
続
く
中
、利
用
者
数

を
3
割
増
や
し
運
営
受
託
後
実

質
２
年
目
で
黒
字
転
換
さ
せ
る
と

と
も
に
、従
業
員
の
業
務
意
欲
向

上
な
ど
を
実
現
し
た
。
そ
し
て
、同

施
設
の
運
営
業
務
終
了
後
、05
年

３
月
に
東
山
温
泉
３
旅
館
の
デ
ュ

ー
デ
リ
ジ
ェ
ン
ス
を
依
頼
さ
れ
た
。

結
局
、「
３
旅
館
の
再
生
は
可
能
と

結
論
づ
け
た
本
人
に
任
せ
て
み
よ

う
と
い
う
こ
と
で
、く
つ
ろ
ぎ
宿
社

長
へ
の
就
任
を
要
請
さ
れ
た
」（
深

田
氏
）わ
け
だ
。

調
査
を
通
じ
て
深
田
氏
が
再
生

可
能
と
判
断
し
た
最
大
の
根
拠

は
、３
旅
館
で
働
く
従
業
員
の
質

だ
っ
た
。「
皆
、ま
じ
め
で
頑
張
り
屋
。

手
を
抜
い
て
い
る
人
は
い
な
か
っ
た
。

サ
ー
ビ
ス
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の
方
法

を
示
し
て
一
定
の
結
果
が
出
せ
れ

ば
、再
生
が
い
い
方
向
に
加
速
す
る

と
い
う
期
待
は
あ
っ
た
」
と
言
う
。

そ
の
う
え
で
掲
げ
た
再
生
方
針

は
、設
備
投
資
を
極
力
抑
え
、現

在
の
従
業
員
の
能
力
を
最
大
限

活
用
す
る
こ
と
だ
っ
た
。「
宿
泊
単

価
は
据
え
置
き
、サ
ー
ビ
ス
の
質
を

上
げ
て
お
客
さ
ま
の
満
足
度
を
高

め
る
こ
と
が
最
優
先
。
具
体
的
に

は
、
接
客
態
度
、
客
室
の
清
掃
状

態
、食
事
の
内
容
な
ど
当
た
り
前

生
支
援
の
観
点
か
ら
東
邦
銀
行
と

協
同
し
て
本
事
業
再
生
プ
ラ
ン
作

り
や
再
生
ス
キ
ー
ム
の
構
築
、協
調

融
資
を
行
っ
た
。Ｄ
Ｂ
Ｊ
が
果
た
し

た
役
割
に
つ
い
て
同
行
の
渡
辺
氏

は
「
再
生
ス
キ
ー
ム
組
成
や
契
約

書
作
成
の
ノ
ウ
ハ
ウ
な
ど
の
面
で
Ｄ

Ｂ
Ｊ
の
支
援
が
な
け
れ
ば
、こ
こ
ま

で
う
ま
く
進
ま
な
か
っ
た
。こ
の
関

係
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
、地
域
経

済
全
体
を
視
野
に
お
い
て
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
ト
機
能
を
果
た
せ
る
よ
う
な

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
シ
ス
テ
ム
を
構
築

し
た
い
」、ま
た
深
田
氏
は
「
有
り

難
い
の
は
、常
に
大
所
高
所
か
ら
の

意
見
や
ア
ド
バ
イ
ス
が
得
ら
れ
る
こ

と
」
と
語
る
。

３
旅
館
一
体
同
時
再
生
を
め
ざ

す
取
り
組
み
か
ら
始
ま
っ
た
東
山

温
泉
活
性
化
プ
ラ
ン
。
今
後
は
ど

ん
な
シ
ナ
リ
オ
が
準
備
さ
れ
て
い
る

の
か
。「
長
期
計
画
の
下
、行
政
、経

済
団
体
と
も
連
携
し
な
が
ら
湯
川

沿
い
の
活
性
化
を
図
り
た
い
。
次
の

再
生
施
策
を
具
体
的
に
実
行
し
て

い
く
段
階
に
入
り
ま
す
」
と
渡
辺

氏
は
言
う
。
活
性
化
プ
ラ
ン
作
り

に
関
わ
っ
た
同
行
融
資
管
理
部
の

11 DBJournal NO.21
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会津若松市の中心地から車でわずか10分程度で行ける東山温泉街。都市に隣接した便利な場所にあり、これだけの歴史と美しい自然を誇る温泉地は全国でも類を見ない。

野
木
博
之
氏
も
「
現
在
、人
気
の

黒
川
温
泉
、湯
布
院
温
泉
な
ど
も
、

20
〜
30
年
前
か
ら
取
り
組
ん
で
き

て
今
の
形
が
あ
る
。
東
山
温
泉
も

今
始
め
な
い
と
将
来
の
発
展
は
あ

り
ま
せ
ん
」
と
新
た
な
意
気
込
み

を
示
す
。

く
つ
ろ
ぎ
宿
の
成
功
こ
そ
、会
津

東
山
温
泉
街
活
性
化
の
試
金
石

―
今
、関
係
者
の
誰
も
が
そ
ん
な

思
い
で
３
旅
館
の
動
き
を
見
守
っ
て

い
る
。

（株）東邦銀行　融資管理部　
企業経営支援室　調査役
野木博之氏

M
A

P会津若松 

東山温泉 

磐梯山 

福島市 

宮城県 

山形県 

新潟県 

猪苗代湖 
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1949年東京生まれ。71年一橋大学在学中、アマゾン

全域踏査隊長としてアマゾン川全域を下る。以来25年

間に32回、通算10年間以上にわたり南米への旅を重

ねる。93年からは、東アフリカで生まれた人類が、シベリ

ア、アラスカ経由で南米最南端まで行った旅路“グレー

トジャーニー”5万キロを逆ルートでたどる旅に挑み、

2002年2月に最終目的地タンザニアへ到着。著書「イ

ンカの末裔と暮らす」文英堂、「『原住民』の知恵」光

文社知恵の森文庫など多数。

写真は全て本人による撮りおろし。

地 球 視 考

探
検
家
・
医
師

極
東
シ
ベ
リ
ア
を
、犬
ぞ
り
、ト

ナ
カ
イ
ぞ
り
、徒
歩
、自
転
車
な
ど

を
使
っ
て
お
よ
そ
7
0
0
0
キ
ロ

移
動
し
、そ
の
土
地
に
住
む
人
々

と
交
流
し
て
き
た
。
条
件
さ
え
整

え
ば
決
し
て
住
み
に
く
い
と
こ
ろ

で
は
な
い
こ
と
が
分
か
っ
た
。

ア
フ
リ
カ
で
生
ま
れ
た
人
類
は

世
界
中
に
移
動
・
拡
散
し
て
い
く

が
、様
々
な
困
難
に
出
会
い
足
踏

み
を
す
る
。
そ
の
中
で
最
大
の
困

難
が
厳
寒
の
極
北
の
環
境
だ
っ
た
。

人
類
に
最
も
近
い
サ
ル
の
北
限
が

下
北
半
島
だ
。
も
と
も
と
熱
帯
、

亜
熱
帯
で
生
ま
れ
た
サ
ル
の
仲
間

は
寒
さ
に
苦
手
だ
っ
た
。
さ
ら
に
食

料
の
問
題
が
あ
る
。
極
北
に
行
く

と
植
物
性
の
食
料
が
減
る
。
し
か

し
マ
ン
モ
ス
、ケ
サ
イ（
毛
犀
）、ト
ナ

カ
イ
な
ど
の
大
型
動
物
は
い
る
。
そ

れ
ら
の
捕
獲
能
力
を
獲
得
す
る
と

と
も
に
、代
謝
能
力
を
変
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
ら
を
実
現

し
た
人
た
ち
が
極
北
へ
と
進
出
し

て
い
っ
た
の
だ
。
北
極
海
に
達
し
て
、

今
も
狩
猟
採
集
の
暮
ら
し
を
し
て

い
る
人
た
ち
が
い
る
。
そ
の
人
た
ち

の
暮
ら
し
を
見
て
み
よ
う
。

ハ
ン
タ
ー
長
の
ジ
ェ
ナ
さ
ん
が
「
ベ

ル
ボ
ー
ト（
大
型
船
）
を
出
す
ぞ
」

と
声
を
か
け
て
く
れ
た
。
東
の
海

に
セ
イ
ウ
チ
が
集
ま
っ
て
き
て
い
る

と
い
う
の
だ
。や
が
て
絶
壁
の
下
の

ほ
う
に
、数
え
切
れ
な
い
ほ
ど
の
セ

イ
ウ
チ
が
群
が
っ
て
い
る
砂
浜
が
見

え
て
き
た
。
砂
浜
に
横
た
わ
っ
て
い

る
セ
イ
ウ
チ
の
数
も
す
ご
い
が
、そ

の
周
辺
で
泳
い
で
い
る
セ
イ
ウ
チ
も

い
る
。

ボ
ー
ト
の
エ
ン
ジ
ン
を
停
め
て
、

船
首
に
立
っ
て
い
る
２
人
が
銛
を
構

え
た
。
セ
イ
ウ
チ
た
ち
は
、そ
れ
ぞ

れ
が
水
面
に
顔
を
出
し
た
り
、潜

っ
た
り
し
て
い
た
。
顔
を
出
す
と
、

シ
ュ
ー
ッ
と
息
を
吐
き
出
す
。
そ
の

息
は
、腐
っ
た
よ
う
な
臭
い
を
発
し

て
、ち
ょ
っ
と
近
寄
っ
た
だ
け
で
も

臭
い
。
身
体
を
大
き
く
水
面
上
に

押
し
上
げ
て
、こ
ち
ら
を
威
嚇
す

る
セ
イ
ウ
チ
も
い
る
。

射
手
が
回
転
銛
（
ハ
プ
ー
ン
）
を

放
っ
た
。
銛
の
先
端
が
セ
イ
ウ
チ
の

皮
膚
に
食
い
込
む
。
す
る
と
、ハ
プ

ー
ン
の
先
端
だ
け
が
は
ず
れ
る
。

銛
先
に
は
ロ
ー
プ
が
付
い
て
い
て
、ロ

ー
プ
の
末
端
に
は
ブ
イ
が
括
ら
れ

て
い
る
。
銛
先
は
皮
下
に
入
る
と

回
転
し
、抜
け
な
い
よ
う
に
な
っ
て

い
る
。
銛
で
射
抜
か
れ
た
セ
イ
ウ
チ

は
、一
旦
は
潜
っ
て
逃
げ
よ
う
と
す

る
が
、や
が
て
息
を
す
る
た
め
に
海

面
に
上
が
っ
て
く
る
。
苦
し
く
て
暴

れ
て
い
る
獲
物
だ
け
で
な
く
、周
囲

の
セ
イ
ウ
チ
も
攻
撃
的
に
な
っ
て
ボ

ー
ト
に
襲
い
か
か
る
。

船
員
が
銛
先
で
つ
な
が
っ
た
ロ
ー

Y o s h i h a r u  S e k i n o

解体したセイウチの前で

プ
を
少
し
ず
つ
た
ぐ
り
寄
せ
て
い

く
。
ボ
ー
ト
の
近
く
ま
で
来
た
ら
、

ヤ
ス
で
心
臓
を
射
抜
く
。
命
中
す

る
と
、傷
口
か
ら
鮮
血
が
噴
き
出

し
、周
囲
の
海
を
赤
く
染
め
た
。こ

う
な
る
と
、
絶
命
ま
で
さ
ほ
ど
時

間
は
か
か
ら
な
い
。

１
ト
ン
近
く
も
あ
る
セ
イ
ウ
チ

に
対
し
て
、こ
ち
ら
は
回
転
銛
と
ヤ

ス
だ
け
。い
つ
海
に
放
り
出
さ
れ
て
、

セ
イ
ウ
チ
の
牙
の
餌
食
に
な
る
か

も
し
れ
な
い
危
険
な
猟
だ
。
そ
れ
で

も
、回
転
銛
は
す
で
に
3
0
0
0

年
前
か
ら
使
わ
れ
て
い
た
と
い
う

し
、ヤ
ス
は
も
っ
と
古
く
か
ら
使
わ

れ
て
き
た
道
具
だ
。
き
っ
と
数
千
年

前
に
も
、同
じ
よ
う
な
光
景
が
繰

り
広
げ
ら
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。

北
極
海
、オ
ホ
ー
ツ
ク
海
に
面

し
た
地
域
に
は
セ
イ
ウ
チ
を
は
じ

め
、ク
ジ
ラ
、ア
ザ
ラ
シ
な
ど
の
海
獣

が
捕
れ
る
。
一
部
を
発
酵
さ
せ
た

り
、
冬
季
の
厳
寒
の
お
か
げ
で
保

存
も
き
く
。
一
部
を
犬
ぞ
り
用
の

犬
の
餌
に
使
い
、た
く
さ
ん
の
犬
を

飼
っ
て
そ
り
を
引
か
せ
て
機
動
力

を
増
し
て
い
る
。こ
こ
で
は
人
間
の

適
応
力
の
す
ご
さ
を
見
る
こ
と
が

で
き
る
。

セイウチを回転銛で射る

捕獲したセイウチを陸に運ぶ 夏に行われるセイウチ祭り
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旧
峡
東
病
院
は
山
梨
峡
東
病
院

と
し
て
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
っ

た
の
だ
。

以
来
、
山
梨
峡
東
病
院
で
は
、

地
域
の
二
次
救
急
（
注
1
）
、人
間
ド

ッ
ク
、
各
種
検
診
事
業
、
健
康
相

談
等
の
業
務
を
引
き
継
ぐ
と
と

も
に
、「
高
度
な
医
療
で
愛
し
愛

さ
れ
る
病
院
」
の
理
念
の
下
、
人

工
透
析
、リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
、訪

問
診
療
、訪
問
看
護
等
の
地
域
に

密
着
し
た
新
規
の
医
療
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
し
て
い
る
。
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旧
峡
東
病
院
の
事
業
移
管
に

応
じ
た
Ａ
Ｍ
Ｇ
グ
ル
ー
プ
は
、地
域

に
密
着
し
た
高
レ
ベ
ル
の
総
合
医

療
の
提
供
、24
時
間
救
急
体
制
の

実
践
、す
べ
て
の
人
が
平
等
に
医

療
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
病
院

づ
く
り
、高
齢
化
社
会
に
対
応
す

る
老
人
福
祉
の
向
上
を
め
ざ
し

て
、埼
玉
・
東
京
・
神
奈
川
・
千
葉

の
各
都
県
に
病
院
24
カ
所
、介
護

老
人
保
健
施
設
17
カ
所
、訪
問
看

護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
22
カ
所
、訪
問
介

護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
９
カ
所
な
ど
を
展

開
す
る
国
内
有
数
の
病
院
チ
ェ
ー

ン
グ
ル
ー
プ
だ
。

Ａ
Ｍ
Ｇ
グ
ル
ー
プ
が
旧
石
和
町

か
ら
事
業
移
管
を
打
診
さ
れ
た

の
は
01
年
。「
当
初
は
必
ず
し
も

Ｊ
Ｒ
中
央
本
線
石
和
温
泉
駅

か
ら
南
へ
約
１
㎞
ほ
ど
行
く
と
、

笛
吹
川
沿
い
に
４
階
建
て
の
真
新

し
い
建
物
が
見
え
て
来
る
。
04
年

12
月
か
ら
建
設
工
事
が
始
ま
り
、

こ
の
３
月
末
に
完
成
し
た
ば
か
り

の
山
梨
峡
東
病
院
の
新
病
棟
だ
。

そ
の
規
模
は
地
上
４
階
、
地
下

１
階
、延
床
面
積
約
８
４
０
０
㎡
。

病
床
数
は
旧
病
棟
の
１
０
０
床
か

ら
１
５
０
床
に
増
床
さ
れ
た
。
移
転

開
設
に
伴
う
医
師
、看
護
師
、理

学
療
法
士
、作
業
療
法
士
な
ど
新

た
な
ス
タ
ッ
フ
の
採
用
も
ほ
ぼ
完
了

し
、現
在
、６
月
１
日
の
オ
ー
プ
ン
に

向
け
た
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

移
転
開
設
に
至
る
こ
の
間
の
経

緯
を
詳
し
く
み
て
お
こ
う
。
山
梨

峡
東
病
院
の
前
身
は
、１
９
４
１

（
昭
和
16
）
年
６
月
に
石
和
温
泉

郷
の
急
性
期
病
院
と
し
て
開
設

さ
れ
た
旧
石
和
町
国
民
健
康
保

険
峡
東
病
院
（
以
下
、旧
峡
東
病

院
）だ
。
事
業
移
管
が
検
討
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
背
景
に
は
、
開

設
後
約
60
年
を
経
て
施
設
の
老

朽
化
が
進
み
、患
者
数
が
減
少
し

続
け
る
と
と
も
に
、毎
年
経
費
が

増
加
し
、経
営
が
悪
化
の
一
途
を

た
ど
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
事
業
移

管
さ
れ
る
前
の
旧
峡
東
病
院
は
、

民
間
へ
事
業
移
管
し

新
た
な
ス
タ
ー
ト
へ

新
病
棟
の
建
設
に

P
P
P
融
資
を
活
用

乗
り
気
で
は
な
か
っ
た
」
と
語
る

の
は
Ａ
Ｍ
Ｇ
グ
ル
ー
プ
本
部
総
局

長
・
宮
坂
俊
弘
氏
だ
。「
現
地
視
察

や
経
営
分
析
を
し
た
が
、１
０
０

床
と
い
う
病
院
経
営
と
し
て
は
小

さ
な
規
模
、老
朽
化
し
た
病
棟
、

継
続
雇
用
す
る
ス
タ
ッ
フ
の
意
識

改
革
、新
た
な
ス
タ
ッ
フ
の
補
充
な

ど
採
算
・
設
備
・
人
材
面
で
課
題

が
多
く
、正
直
、今
回
は
見
送
ろ

う
と
い
う
意
見
が
多
か
っ
た
」
と

打
ち
明
け
る
。

し
か
し
、
旧
石
和
町
の
熱
意

あ
る
説
得
が
続
き
、ま
た
、Ａ
Ｍ
Ｇ

グ
ル
ー
プ
の
中
枢
機
能
を
担
う
上

尾
中
央
総
合
病
院
（
埼
玉
県
上

尾
市
）も
、１
９
６
４（
昭
和
39
）年

に
経
営
難
に
陥
っ
た
上
尾
市
立
病

院
を
買
取
っ
て
ス
タ
ー
ト
し
た
歴

史
を
持
つ
こ
と
か
ら
、「
性
格
的
に

は
当
グ
ル
ー
プ
の
始
ま
り
と
一
緒

で
は
な
い
か
と
、
最
終
的
に
譲
り

受
け
る
こ
と
に
決
め
ま
し
た
。
た

だ
、複
数
の
診
療
科
を
持
つ
総
合

病
院
と
し
て
経
営
を
安
定
化
さ

せ
る
に
は
、
最
低
１
５
０
床
を
持

つ
新
病
棟
が
必
要
と
考
え
て
い
ま

し
た
」（
宮
坂
氏
）と
い
う
。

Ａ
Ｍ
Ｇ
グ
ル
ー
プ
で
は
、移
管
後

直
ち
に
、診
療
時
間
の
延
長
や
経

費
の
削
減
と
い
っ
た
経
営
改
善
策

を
実
行
、03
年
度
に
は
早
く
も
黒

字
転
換
を
果
た
し
た
。
そ
の
上
で

04
年
12
月
、病
院
移
管
事
業
の
総

仕
上
げ
と
し
て
、更
な
る
経
営
の

安
定
化
と
地
域
に
対
す
る
急

性
期
医
療
提
供
の
充
実
を
図

る
た
め
、
移
管
当
初
よ
り
計

画
し
て
い
た
病
床
の
増
床
を

実
行
に
移
す
べ
く
、
老
朽
化

し
た
病
棟
の
移
転
新
設
工
事

に
着
手
し
た
。

移
管
当
初
か
ら
の
計
画
だ

っ
た
と
は
い
え
、新
病
棟
の
建

設
に
際
し
て
ハ
ー
ド
ル
は
決
し

て
低
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

と
り
わ
け
、
約
10
億
円
と
見

込
ま
れ
る
建
設
資
金
の
調
達

を
い
か
に
効
率
的
に
行
う
か

は
最
大
の
ポ
イ
ン
ト
だ
っ
た
。

そ
う
し
た
中
で
、
建
設
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
大
き
く
後
押

し
す
る
力
と
な
っ
た
の
が
日

本
政
策
投
資
銀
行
（
D
B
J
）の

Ｐ
Ｐ
Ｐ
融
資
制
度
だ
っ
た
。Ａ
Ｍ
Ｇ

グ
ル
ー
プ
財
務
部
部
長
・
福
島
啓

司
氏
は
い
う
。「
新
病
棟
建
設
の

た
め
の
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
に
関
し
て

は
、
事
業
の
性
格
に
合
っ
た
資
金

の
確
保
が
経
営
上
不
可
欠
で
あ

り
、い
く
つ
か
の
銀
行
に
相
談
し

ま
し
た
。
そ
の
過
程
で
、
日
本
政

策
投
資
銀
行
の
Ｐ
Ｐ
Ｐ
融
資
制
度

の
存
在
を
初
め
て
知
っ
た
の
で
す
」

03
年
度
に
創
設
さ
れ
た
Ｐ
Ｐ
Ｐ

融
資
制
度
は
、地
方
公
共
団
体
の

事
業
・
資
産
を
譲
り
受
け
、民
間

の
資
金
、経
営
能
力
及
び
技
術
的

能
力
を
活
用
し
て
効
率
的
か
つ
効

果
的
に
実
施
さ
れ
る
事
業
を
対

象
に
融
資
を
行
う
制
度
だ
。

D
B
J
で
は
病
院
事
業
の
性
格

上
、投
資
回
収
に
長
期
を
要
す
る

見
込
み
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、

Ｐ
Ｐ
Ｐ
融
資
制
度
に
よ
り
山
梨
峡

東
病
院
の
移
転
新
設
事
業
を
支

援
す
る
こ
と
と
し
、05
年
３
月
、埼

玉
り
そ
な
銀
行
と
の
協
調
に
よ
り

融
資
を
実
行
し
た
。Ｐ
Ｐ
Ｐ
融
資

制
度
は
03
年
度
の
創
設
以
後
、公

営
ガ
ス
事
業
の
譲
り
受
け
等
に
対

し
て
の
融
資
実
績
は
あ
っ
た
が
、病

院
事
業
に
対
し
て
適
用
す
る
の
は

こ
の
と
き
が
初
め
て
と
な
っ
た
。

公
立
病
院
の
民
間
へ
の
事
業
移

管
に
一
役
買
っ
た
Ｐ
Ｐ
Ｐ
融
資
制

度
。
そ
の
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
福
島

氏
は
、「
長
期
固
定
金
利
の
資
金

PPP融資で公立病院事業の
民間移管を支援
――山梨峡東病院――
今年3月末、山梨県笛吹市石和（いさわ）町に地域医療の中核を

担う山梨峡東病院の新病棟が完成した。この新病棟は、経営悪化

した地元の町立病院を事業移管によって引継いだ上尾中央医科

グループ（以下、ＡＭＧグループ）の医療法人康麗会（埼玉県越谷

市）が、病院移管事業の総仕上げとして移転新設したものだ。日

本政策投資銀行（DBJ）は、この移転新設に際して、病院事業とし

ては初のＰＰＰ（Public Private Partnership 公営事業民間化等

促進）融資制度を適用して、地域医療体制の強化を支援した。

P RO J ECT

毎
期
、
旧
石
和
町
（
現
笛
吹
市
）

に
よ
る
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金

投
入
を
余
儀
な
く
さ
れ
、町
財
政

を
圧
迫
し
て
い
た
の
だ
っ
た
。

こ
の
た
め
町
で
は
、
地
域
住
民

に
対
す
る
医
療
の
存
続
を
前
提

に
、病
院
事
業
を
民
間
に
移
管
す

る
こ
と
を
決
定
し
、既
に
赤
字
病

院
の
建
て
直
し
に
多
く
の
実
績
の

あ
る
Ａ
Ｍ
Ｇ
グ
ル
ー
プ
と
の
間
で
交

渉
を
進
め
た
。
そ
の
結
果
、
両
者

は
合
意
に
達
し
、02
年
10
月
に
事

業
移
管
が
行
わ
れ
た
。こ
う
し
て
、

経
営
の
安
定
化
に
は

1
5
0
床
が
必
要

新病棟には山梨県内では初のホスピス・緩和ケア病棟（12床）が開設される。個室（写真左・中央）、3人室（写真右）共に広 と々した作りで、窓の外に穏やかな自然の景色が拡がる。

AＭＧグループ本部総局長
宮坂 俊弘氏

AＭＧグループ
財務部部長
福島 啓司氏

6月1日の移転オープンを控えた山梨峡東病院。広々としたリハビリテーションルーム（写
真上）、リラックスできるように窓に障子をはめ込んだ人工透析室（写真左下）、入院患者
用のお風呂（写真右下）など、施設内に細かな工夫を施し、地域に密着した高レベルの総
合医療の提供を目指している。
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な
の
で
、将
来
の
経
費
が
確
定
出

来
る
こ
と
。
経
費
削
減
が
経
営
改

善
の
大
き
な
柱
と
な
る
中
で
、非

常
に
魅
力
的
な
制
度
で
し
た
。
日

本
政
策
投
資
銀
行
の
Ｐ
Ｐ
Ｐ
融
資

制
度
が
な
か
っ
た
ら
、こ
の
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
は
先
へ
進
ま
な
か
っ
た
か
も

し
れ
ま
せ
ん
」
と
い
う
。

６
月
１
日
の
移
転
オ
ー
プ
ン
後

の
山
梨
峡
東
病
院
は
、既
存
の
診

療
科
に
加
え
、連
続
血
管
撮
影
装

置
の
新
規
導
入
に
伴
い
、脳
神
経

外
科
、血
管
外
科
領
域
の
診
断
と

治
療
、さ
ら
に
は
カ
テ
ー
テ
ル
に
よ

る
癌
や
子
宮
筋
腫
の
Ｉ
Ｖ
Ｒ
（
注
2
）

治
療
が
提
供
出
来
る
よ
う
に
な

る
。
ま
た
、手
術
室
の
拡
充
、オ
ン

ラ
イ
ン
Ｈ
Ｄ
Ｆ
（
注
3
）
の
導
入
、
総

合
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
施
設
の
開

設
、
山
梨
県
内
で
は
初
の
ホ
ス
ピ

ス
・
緩
和
ケ
ア
病
棟
（
12
床
）の
開

設
な
ど
、高
齢
化
社
会
に
対
応
し

た
地
域
中
核
病
院
と
し
て
十
分

な
設
備
を
整
え
、
充
実
し
た
地

域
医
療
を
展
開
し
て
い
く
こ
と
に

な
る
。

今
後
の
地
域
医
療
体
制
と
Ｐ

Ｐ
Ｐ
融
資
制
度
に
つ
い
て
、宮
坂
氏

は
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。「
全

国
に
公
立
病
院
は
数
多
い
が
、地

方
自
治
体
の
財
政
難
が
深
刻
化

す
る
な
か
で
、そ
の
内
の
い
く
つ
が

生
き
残
る
こ
と
が
出
来
る
の
か
疑

問
。
公
立
病
院
は
現
状
の
ま
ま
で

の
存
続
は
難
し
い
が
、な
く
て
も

困
る
と
い
う
状
況

に
あ
る
中
で
、公
立

病
院
事
業
の
民
間

化
を
可
能
に
す
る

Ｐ
Ｐ
Ｐ
制
度
は
非

常
に
有
意
義
だ
と

思
い
ま
す
」

D
B
J
で
は
、

今
後
と
も
こ
う
し

た
公
営
事
業
の
民

間
化
は
も
と
よ
り
、

高
齢
化
が
進
行
す

る
中
、福
祉
・
医
療

関
連
施
設
に
対
す

る
融
資
に
つ
い
て
、

関
係
機
関
と
の
連

携
を
図
り
つ
つ
積

極
的
に
対
応
し
、

地
域
経
済
の
自
立

的
発
展
を
引
き
続

き
支
援
し
て
い
く

方
針
だ
。

P RO J ECT
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先
輩
か
ら
読
ん
で
お
く
よ
う
に
と
渡

さ
れ
た
の
が
こ
の
本
だ
っ
た
そ
う
だ
。

「
量
的
緩
和
解
除
を
前
に
、テ
キ

ス
ト
の
よ
う
に
読
ま
れ
て
い
た
ん
で

し
ょ
う
ね
。
あ
と
が
き
に
僕
の
名
前

が
出
て
い
た
の
で
、こ
の
作
品
を
僕

が
担
当
だ
っ
た
と
知
っ
て
、そ
い
つ
が

電
話
し
て
き
た
ん
で
す
」

Ｓ
君
は
誇
ら
し
げ
に
語
っ
て
い
た
。

か
く
し
て
今
年
の
三
月
九
日
、

日
銀
に
よ
る
量
的
緩
和
政
策
の
解

除
は
、さ
し
た
る
混
乱
も
な
く
実

現
し
た
。
さ
ら
に
は
こ
の
先
ゼ
ロ
金

利
の
行
方
が
ど
う
な
る
か
、Ｓ
君
と

と
も
に
、こ
れ
か
ら
も
熱
く
見
守
っ

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

作家。1951年滋賀県生まれ。

米国系銀行や証券会社で債

券ディーラーなどを経て、95年

『小説ヘッジファンド』で作家

に。国際金融の世界を舞台

に、時代を先取りするテーマ

で次々と作品を発表し話題と

なる。2000年発表のベストセ

ラー『日本国債』は、海外メディアでも注目される。雑

誌・新聞で小説やエッセイの執筆に加え、テレビ・ラジオ

のコメンテーターとしても活躍中。著書は『傷・邦銀崩壊』

『凛冽の宙』『あきんど絹屋半兵衛』『代行返上』『日銀

券』など多数。現在、週刊文春において、企業買収をテ

ーマにした小説『バイアウト』を連載中。

M a i n  K o h d a

作
家

「

」

「
つ
い
に
や
り
ま
し
た
ね
。よ
う
や

く
、小
説
の
と
お
り
に
実
現
し
ま

し
た
よ
…
…
」

先
日
、若
手
編
集
者
の
Ｓ
君
か

ら
久
し
ぶ
り
に
電
話
が
あ
っ
た
。ひ

ど
く
興
奮
し
た
様
子
で
、嬉
し
く

て
た
ま
ら
な
い
と
い
う
声
だ
。

Ｓ
君
が
担
当
を
し
て
く
れ
た
の

は
、私
が
初
め
て
週
刊
誌
で
小
説
の
連

載
を
し
た
と
き
の
こ
と
。
二
〇
〇
三

年
の
八
月
か
ら
二
〇
〇
四
年
の
九

月
末
ま
で
の
一
年
あ
ま
り
で
あ
る
。

当
時
彼
は
二
十
五
歳
、上
背
が
あ

っ
て
い
わ
ゆ
る
イ
ケ
メ
ン
風
の
好
青

年
だ
が
、小
説
連
載
の
作
家
担
当

を
始
め
て
ま
だ
数
カ
月
。
部
内
の
人

事
異
動
で
前
任
者
と
突
然
交
替
す

る
こ
と
に
な
り
、緊
張
の
面
持
ち
で

わ
が
家
に
や
っ
て
き
た
日
の
こ
と
が

昨
日
の
よ
う
に
思
い
出
さ
れ
る
。

そ
の
と
き
書
い
て
い
た
小
説
は

『
日
銀
券
』
と
い
う
題
名
で
、日
本

銀
行
に
よ
る
わ
が
国
の
金
融
政
策
、

な
か
で
も
量
的
緩
和
の
解
除
や
ゼ

ロ
金
利
時
代
の
終
結
に
焦
点
を
あ

て
た
物
語
だ
。い
ま
で
こ
そ
話
題
の

渦
中
に
あ
る
テ
ー
マ
だ
が
、当
時
は

ま
だ
一
般
に
は
馴
染
み
が
薄
い
も

の
だ
っ
た
。

物
語
の
背
景
に
な
る
日
銀
の
金

融
政
策
決
定
会
合
や
、銀
行
間
の
資

金
調
達
を
仲
介
す
る
短
資
会
社
の

役
割
、金
融
市
場
の
実
態
な
ど
に
つ

い
て
説
明
を
始
め
た
私
に
向
か
っ
て
、

彼
は
大
き
な
身
体
を
丸
め
、恐
縮
し

き
っ
た
顔
で
こ
う
切
り
出
し
た
。

「
リ
ョ
ウ
テ
キ
カ
ン
ワ
、で
す
か
。
申

し
訳
あ
り
ま
せ
ん
。お
恥
ず
か
し
い

話
な
の
で
す
が
僕
は
経
済
オ
ン
チ
で

し
て
、経
済
の『
経
』の
字
を
見
た

だ
け
で
も
、軽
い
眩
暈
を
覚
え
る
ぐ

ら
い
で
し
て
…
…
」

そ
の
あ
ま
り
の
正
直
さ
が
微
笑

ま
し
く
て
、私
は
思
わ
ず
吹
き
出

し
た
。
無
理
も
な
い
。
彼
が
私
の
前

に
担
当
し
て
い
た
作
家
は
恋
愛
小

説
が
専
門
だ
。

「
わ
か
っ
た
わ
。
そ
れ
な
ら
こ
れ
か

ら
一
年
間
私
の
原
稿
を
読
ん
で
、ど

こ
で
眩
暈
を
覚
え
た
か
ぜ
ひ
教
え

て
ち
ょ
う
だ
い
。
そ
の
部
分
を
な
ん

と
か
眩
暈
が
し
な
い
よ
う
に
、わ
か

り
や
す
く
書
き
直
す
か
ら
」

そ
れ
は
私
の
本
心
だ
っ
た
。
私
の

作
家
と
し
て
の
願
い
は
、で
き
る
だ

け
多
く
の
人
に
こ
の
国
が
抱
え
て
い

る
問
題
の
根
っ
こ
を
知
っ
て
も
ら
う

こ
と
。
そ
し
て
、み
ん
な
で
一
緒
に

考
え
る
こ
と
だ
。
作
中
に
市
場
の
暴

落
や
パ
ニ
ッ
ク
場
面
を
描
く
の
は
、ひ

と
え
に
現
実
社
会
で
は
そ
う
な
っ
て

ほ
し
く
な
い
か
ら
こ
そ
で
あ
る
。
日

銀
の「
量
的
緩
和
政
策
」
と
聞
い
て

す
ぐ
に
ピ
ン
と
く
る
よ
う
な
人
や
、

経
済
や
金
融
市
場
の
複
雑
な
メ
カ

ニ
ズ
ム
を
難
な
く
理
解
で
き
る
人

は
、小
説
な
ど
手
に
し
な
く
て
も
、

書
店
に
い
け
ば
ほ
か
に
い
く
ら
で
も

専
門
書
が
並
ん
で
い
る
。

そ
ん
な
わ
け
で
、そ
の
日
か
ら
一

年
あ
ま
り
、作
品
は
国
内
の
金
融

市
場
や
経
済
動
向
だ
け
で
な
く
、

米
国
の
利
上
げ
や
大
統
領
選
挙
な

ど
と
い
っ
た
局
面
を
先
読
み
す
る
よ

う
な
形
で
、現
実
の
社
会
に
後
ろ

か
ら
追
い
立
て
ら
れ
る
よ
う
に
、ハ

ラ
ハ
ラ
し
な
が
ら
書
き
進
め
る
こ
と

に
な
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、毎
週
誰
よ
り

も
先
に
読
ん
で
く
れ
る
Ｓ
君
が
い
か

に
お
も
し
ろ
が
っ
て
く
れ
る
か
、眩

暈
を
覚
え
ず
に
い
て
く
れ
る
か
に

腐
心
し
た
の
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

Ｓ
君
の
変
貌
ぶ
り
は
顕
著
だ
っ

た
。
無
事
連
載
が
終
わ
る
こ
ろ
、彼

の
経
済
や
金
融
に
関
す
る
興
味
は

驚
く
ほ
ど
深
ま
り
、彼
か
ら
届
く

さ
ま
ざ
ま
な
鋭
い
質
問
に
私
の
ほ

う
が
絶
句
す
る
始
末
だ
っ
た
。

や
が
て
二
〇
〇
四
年
の
十
月
末
、

『
日
銀
券
』は
単
行
本
と
し
て
刊
行

さ
れ
た
の
だ
が
、某
テ
レ
ビ
局
に
勤
め

て
い
る
Ｓ
君
の
大
学
時
代
の
友
人

が
、報
道
部
に
異
動
に
な
っ
た
初
日
、

（注１）二次救急

救急医療は患者の重症度によって、最も軽いものから初

期、二次、三次の体制がある。初期救急とは休日・夜間

の外来診療（入院の必要がない）で済む救急患者に対

応するもの、二次救急とは入院治療を必要とする重症救

急患者に対応するもの、三次救急とは重篤の救急患者

に対応するもので、高度な診療機能を持つ24時間体制

の救命救急センターのこと。

（注2）IVR

Interventional Radiologyの略。画像診断の装置や技

術を用いて治療や検査を行うこと。

（注3）オンラインHDF

HDF（Hemo Dialysis Filtration）とは、血液濾過透析

のこと。ＨＤＦには、オフラインＨＤＦとオンラインＨＤＦ方式

がある。オフラインＨＤＦの置換量は１時間あたり１～1.5y

程度。これに対しオンラインＨＤＦの置換量は１時間あた

り９y。ＨＤＦでは置換液の量が多いほど効果が高い。

地
域
中
核
病
院
と
し
て

医
療
体
制
を
拡
充

2階のバルコニー（写真上）は他のフロアに比べると倍くらい幅広く、憩いの場としても利用できる
よう計画されている。廊下（写真左下）や階段には二重の手摺りが、エレベーター内（写真右下）
には腰掛けが設けられ、高齢者や障害を持つ人に優しい配慮が施されている。

新病棟の1階ロビー。オープン後は、24時間救急体制の実践、すべての人が平等に医療サービ
スを受けられる病院づくり、高齢化社会に対応する老人福祉の向上をめざして、地域中核病院と
して充実した地域医療を展開していくことになる。
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民営化に当たっての移行期間は、 
市場の動向を踏まえつつ、 
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株
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社
化 

完
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民
営
化 
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日本政策投資銀行の業務展開と今後の民営化スケジュール 

で
効
率
的
な
政
府
を
実
現
す
る

た
め
の
行
政
改
革
の
推
進
に
関
す

る
法
律
案
）の
成
立
後
、速
や
か
な

検
討
を
経
て
取
り
纏
め
ら
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

私
ど
も
と
し
て
は
、そ
の
検
討

や
取
り
纏
め
の
中
で
組
織
形
態
等

を
変
え
て
行
く
こ
と
に
な
り
ま
す

が
、日
本
政
策
投
資
銀
行
が
そ
の

前
身
で
あ
る
日
本
開
発
銀
行
及
び

北
海
道
東
北
開
発
公
庫
の
時
代

か
ら
、
皆
様
方
の
ご
支
援
を
賜
り

な
が
ら
培
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
金

融
ノ
ウ
ハ
ウ
や
皆
様
と
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
を
余
す
こ
と
な
く
引
き
継
い

で
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、政
府
系
金

融
機
関
と
し
て
身
に
つ
け
た
信
頼

性
、中
立
性
、長
期
性
、パ
ブ
リ
ッ
ク

マ
イ
ン
ド
と
い
う
特
色
を
活
か
し

つ
つ
民
間
金
融
機
関
と
し
て
発
展

す
る
方
向
性
を
検
討
い
た
し
ま

す
。
そ
し
て
皆
様
か
ら
ご
評
価
頂

い
て
い
る
事
業
評
価
能
力
や
リ
ス

ク
テ
イ
ク
能
力
な
ど
の
経
営
資
源

を
活
か
し
た
中
長
期
の
投
融
資
機

能
の
提
供
を
コ
ア
と
し
て
、更
な
る

利
便
性
の
向
上
を
目
指
し
て
努
力

い
た
し
ま
す
。

皆
様
の
ニ
ー
ズ
と
時
代
の
ニ
ー
ズ

に
先
駆
の
精
神
と
長
期
的
視
点
を

も
っ
て
対
応
し
て
ま
い
る
決
意
で
す
。

私
ど
も
日
本
政
策
投
資
銀
行

は
政
府
系
金
融
機
関
と
し
て
「
経

済
社
会
の
活
力
の
向
上
及
び
持
続

的
発
展
」、「
豊
か
な
国
民
生
活
の

実
現
」、「
地
域
経
済
の
自
立
的
な

発
展
」
の
た
め
、「
一
般
の
金
融
機

関
が
行
う
金
融
等
を
補
完
し
又

は
奨
励
す
る
こ
と
を
旨
と
し
」
て

「
長
期
資
金
の
供
給
な
ど
」
を
行
っ

て
き
て
お
り
ま
す
。

政
府
系
金
融
機
関
全
体
の
今

後
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
経
済
財

政
諮
問
会
議
等
に
お
い
て
議
論
さ

れ
て
お
り
ま
し
た
が
、昨
年
12
月

24
日
付
閣
議
決
定
に
よ
り
日
本

政
策
投
資
銀
行
に
つ
い
て
は
「
新
金

融
技
術
開
発
機
能
を
維
持
す
る

た
め
に
は
多
く
の
機
能
が
そ
ろ
っ
て

い
る
こ
と
が
望
ま
し
い
こ
と
等
か

ら
一
体
と
し
て
完
全
民
営
化
」
す

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、

政
府
に
お
い
て
検
討
が
進
ん
で
お

り
ま
す
が
、閣
議
決
定
で
は
平
成

20
年
度
に
お
い
て
株
式
会
社
と
な

り
、そ
の
後
、市
場
の
動
向
を
踏
ま

え
つ
つ
、概
ね
５
年
か
ら
７
年
を
目

途
に
完
全
民
営
化
す
る
こ
と
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

民
営
化
後
の
日
本
政
策
投
資

銀
行
の
業
務
内
容
な
ど
に
つ
い
て

は
、行
政
改
革
推
進
法
案（
＝
簡
素
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重点３分野（＝地域、環
境、技術）等に対する効
果的な対応 
 
 
新しい金融手法を活用
した市場の創造・育成 
 
 
プロジェクトファイナン
スの応用による市場型
間接金融の創造 
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ストラクチャード・ファイナンス 
 
1　プロジェクト・ファイナンス 
2　PFI／PPP 
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リスク評価能力 
 

幅広いネットワーク 
 

市場での高い 
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最近の新しい金融手法の導入状況 
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